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たパレ・ド・トーキョーに 2 棟の展示施設が建設され、西棟は国立近代美術館（Musée National 
































リ市立プティ・パレ美術館（Petit Palais, Musée des Beaux-Arts de la Ville de Paris）の館長だったレ
イモン・エスコリエは36年 7 月に、市立近代美術館の収蔵品としてマティスの《ダンスⅠ》
（1931-33）（図 2 ）の入手が可能か否か、可能な場合の購入希望価格について画家本人に問い合わ
図 2  　マティス《ダンスⅠ》　1931-33年　油彩　カンヴァス　340×387cm　355×498cm　335×391cm　
パリ市立近代美術館蔵
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図 1 ：『マティス―Henri Matisse: Processus / Variation 展』カタログ、東京：国立西洋美術館、2004年。
図 2 ：筆者撮影。
図 3 ・ 4 ：Autour d’un chef-d’œuvre de Matisse: Les Trois versions de la Danse Barnes （1930-1933）, exh.
cat., Paris, Musée d’Art Moderne de la Ville de Paris, 1993-1994.
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